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千葉市の精神障害者の地域移行推進に関する取り組み

平成27年度 措置入院者の退院に向けた支援の調整を実施
平成28年度 長期入院精神障害者地域移行総合的推進体制検証事業を実施

平成29年度 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業」を実施

3つの分科会を組織し、各事業内容に取り組む。



①長期入院（社会的入院）の解消
②ニューロング
（あらたな長期・社会的入院）の防止
③不必要な入退院を繰り返さない
地域定着の実現

進め隊の目的

これら３つの課題を千葉市としてどのように解決していくか
基盤整備を整えていくことが進め隊です



・退院支援チームを結成し、対象者（医療機関に人選頂いた長期入院の
方）の退院支援の検討
・入院患者様の事業所体験（作業所・グループホームの見学・体験）
・医療従事者向けの院内研修会 / 医療機関の関係者へ事業説明
・入院患者向けの退院に関する意向調査（アンケート）

長期入院者の直接的な退院支援や入院患者、医療従事者向けに
退院に向けての動機付けを目的とした活動を実施

「進め隊」平成29年度～31年度活動内容



☆地域移行を進めるために・・・
福祉サービスとしての地域移行支援を提供する事業所（一般相談支援事
業所）を増やすことで長期入院者の退院は進むのではないか

↓
・構築推進サポーター事業を開始
➡地域移行のノウハウがある事業者がＯＪＴを行い、地域移行の経験が
浅い事業所をフォローし、地域移行を進める。ノウハウをレクチャーする
ことで一般相談支援の提供ができるようになり、事業所が増えるだろう。
・地域課題の抽出や支援事業所のスキルアップ
➡事例検討を通じたマニュアルパスづくり

コロナ禍で院内に入る活動が困難になり、隊員が集まることも難しくなっていました

「進め隊」令和元年～２年度活動内容



☆地域移行支援事業所（一般相談支援事業所）がなかなか増えない
➡改めて各支援機関の想いを聴いてみる必要がある

・地域の課題を抽出するため「地域移行意識調査（アンケート）」を実施
➡市内精神科病院、相談支援事業所、福祉サービス事業所

アンケートから
人手が足りない、新しいことを始める余裕がない、今の業務で手一杯
という結果が得られる・・・
一方で、地域移行支援について興味関心があるという声が多く
地域も医療も連携の必要性を感じていることがわかる

「連携」という言葉だけ先走りして、一体何が求めている連携なのかという具体的なものは書か
れていなかった。ましてや、医療は地域の、地域は医療に対しての不満や至らなさを指摘するよ
うなすれ違いが生じていた。

「進め隊」令和3年度～活動内容



「進め隊」R4年度活動内容

・Ｒ3年度のアンケート結果から、医療機関と地域事業所の理解にす
れ違いがあることが判明。本来であれば顔を合わせ、話し合える場を
つくることが望ましい。が、コロナ禍ということで設定できず。
➡共通の認識が可能となるツール作成を行い、医療機関・地域の事業
所へ説明を行うことを検討。

地域移行支援の手順書作成に着手

千葉市自立支援協議会、障害者基幹相談支援センターとも連携を図り、
相互理解の元地域移行を進めていく土台作り。

引き続き構築推進サポーター事業を実施（長期入院者の退院を目指す）



精神症状は落ち着いているけれど、退院ができない方
◆長期にわたり入院している
◆入退院を繰り返している

等々

地域移行支援
◆一般相談支援事業所の相談員が担当に就き、退院先
や退院後の生活を本人の希望・関係機関の見立てを元
に組み立てていく。

医療機関での
方向性の相談

一般相談員と面談し、本
人の希望確認、支援の方

向性の相談。

グループホームや作
業所の見学 等



入院治療を経て回復。

・元々計画相談員が付いている方
退院後の生活調整

・病院の相談員が退院後の生活環境調整
（住居・グループホーム・ヘルパー・作業所 等）

◆支援に必要な計画作成を相談員へ依頼。
◆相談員が見つからず、障害者基幹相談支援セン
ターへ相談。
→福祉サービス導入にあたり計画相談員の調整
→福祉サービス導入にあたりセルフプランの作成
手伝い

★医療機関の見立てと
地域側の見立てに差が
生じていることもあり、
退院の調整に早めに地
域が関わることで差を
埋められるメリットが
ある。

◆本人の支援拒否等あり、福祉サービスや訪問看護
等の導入なし



地域移行支援 手順書（作成中）







フェイスシート（作成中）



「進め隊」Ｒ5年度の課題・方針

・手順書の完成 ➡ 普及活動
課題 市内の医療機関、相談支援事業所等へ説明をする場の設定が必要で
あるが、特に医療機関への説明の場の設定は容易でないことが想定される

※5月に市内病院にて出前研修を実施予定。研修を通じて他病院との交流
機会も増やしていく

・障害者基幹相談支援センターとも連携強化し、相談員が足りていない現
状の中で地域移行・定着を進めるためのシステム作りを検討する。
課題 地域定着のシステム作りの着手



ご清聴ありがとうございました


